
モノカフ |゚リ ンとクエン酸およびポリ

|リ ン酸の併用 による PscπJοποms
αcragJποsα に対する抗菌作用

力日

食品の腐敗菌 として多種類の微生物が挙げられるが,そ の中でク
゛
ラム陰性

細菌は一般に薬剤抵抗性が強 く,食品防腐剤,殺菌剤使用上の大きな問題 と

なっている。このグラム陰′1生細菌のうち Pscπごοποηαs菌 は薬剤感受′1生の最

も低い菌のひとつであり,食品衛生上重要な細菌である。

著者らは既に脂肪酸およびそのエステルの抗菌作用について検討 し, これ

らの薬斉Jと クエン酸あるいはポリリン酸を併用することにより種々のグラム

陰性細菌に対 して強い抗菌作用を示すことを報告 したが
1～ 3), PscaJο

πο‐

ηαs菌 に対する作用力は比較的弱かった。

一方薬剤と加熱の併用 (50℃付近 という比較的温和な加熱条件下における

薬剤処理 )に よる各種微生物に対する抗菌作用についての報告は多いが,

PscaJοποηαS菌 についての報告はほとんどない。

本報告は脂肪酸およびそのエステルのうち他薬剤 (ク エン酸あるいはポリ

リン酸 )と 併用 したときグラム陰性細菌に対 して最 も強い抗菌作用力を示 し

たグリセライドモノカフ
゜
レー ト (モ ノカフ

゜
リン)を 試験薬剤 とし, これを単

独あるいは他薬剤と併用 して温和な加熱条件下における PscπJοποπαS菌 に

対する抗菌作用を検討 した結果を述べる。

信  行

緒
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実 験 方 法

1.供試薬剤と供試菌

モノカプリン (MC10)は理研 ビタミン油株式会社より提供された高純度試

料であり,そ の他の薬剤はすべて市販の試薬を用いた。これらのうちクエン

酸 (CA)は ナ トリウム塩 として, ポリリン酸 (PP)は カリウム塩 として pH

7。 0に調整 して用いた。

供言式菌 としては Pscaごοποηαs aCγ agjη osa ATCC 10145を 用いた。

2。 抗菌作用力の検定

肉エキス・ペプ トン寒天培地で37° C,24時間培養 した Ps.αθγ%gjποsα

の細胞を無菌水に浮遊させ (生菌数約108 cellS/ml),こ れに適当量の薬剤を

添加 し (pH 7。 0),主 として50° C, 5分間加熱処理 した。

この処理細胞液を肉エキス・ペプ トン培地に2%と なるように植菌 し,微

生物自動発育記録装置 (Bio Scanner OT― BS一‐24型 )を 用いて 37° Cで の

発育経過 を記録 した。その発育経過は模式図で示すとFig。 1の 様になる。図

‖T鷲胤fd

incubatlon tlme(hr)

Typical grOwth curve of Ps. αθγπgJπθsa in nutrient broth

obtained by the automatic growth recording apparatus

(Bio Scanner OT一 BS-24)。

F18o l
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中 1は無処理, 2は 薬剤無添加で50° C,5分問処理, 3,4は適量の薬剤存

在下で50° C,5分問処理 したものの発育経過である。図に示 した様に加熱単

独処理あるいは薬剤存在下加熱処理 を行った細胞は無処理の細胞に比べて発

育遅廷がみられるが,発育速度は全 く同様であった。この発育の遅れを lag

timeの延長時間 (pr01ongatbn of lag time)と 定義 し, この値 をもって薬剤

の抗菌作用力とした。

また同じ薬剤処理細胞液について常法による平板培養法により生菌数 (生

存菌数 )の測定 も行った。

実験結果 および考察

Pso αθγagJηοsα について種々の生菌数 レベルの細胞浮遊液を肉エキス・

ペプ トン培地に植菌 し,そ の発育経過より lag timeの 延長時間を求めると

Table lの 様な結果が得 られた。この表から生菌数が10-1に なると約 1。 6時

間の lag timeの延長時間が示された。すなわち 1.6時間の lag timeの 延

長は 1ケ タの生菌数低下に相当している。Table lは 薬剤無処理の細胞につ

いての生菌数 と lag timeの 延長時間の相関関係であるが,薬剤処理細胞に

ついても同様な相関関係が得 られた (後述 )。

Taじble lo Relationship between prolongation of lag ti】 ne and viable counts

of Ps. αθγπgJηοsα .

Prolongation of lag time

(hr)

Viable counts

per rrll

0

1。 6

3.1

4。 7

6.3
7.8
9。 4

1。 4× 108
1。 4× 107
1.4× 106
1.4× 105
1。 4× 104
1。 4 × 103
1。 4× 102
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Table 2

モノカプリンの抗菌

Effect of citric acid and polyphosphoric acid on the antibacterial

activity of monocaprin against Ps. αθγagJπ Osα。

Prolongation of lag time(hr)

CA(%) PP(%)

0。 1 0.5 0。 1 0.5

100 μg/ml

200

1,000

2,000

0。 7

1.1

2。 8

5.5

5.9

1。 0

2。 9

3.6

8。 2

2.7

6。 3

10.2
10。 3

1.2 2.1

7。 9

>12

The cells were treated in distilled water with each drug at 50° C for

5 Πline The treated cells were inoculated into nutrient broth at a rate

of 22,and incubated at 37・ Co Lag time was calculated from the

recorded growth curve.

MC10:mOnOcaprin

CA:citric acid(Na salt)

PP:polyphosphoric acid(K salt)

Pso αθγagJποsα  に対 してモノカフ |゚リ ンを単独あるいはクエン酸またはポ

リリン酸の存在下 50° C, 5分問処理 した時の抗菌作用力を Table 2に 示 し

た。モノカプリンは単独でも濃度の上昇 と共に作用力が増大 し,1,000μ g/ml

で5。 5時間の lag time延長時間 (生菌数 10-3～ 10-4低下 )が見られたが,

その抗菌作用力は著るしく強いとは言えない。そしてモノカプ |リ ンとクエン

酸あるいはポリリン酸を併用 して処理すると,そ れぞれの単独処理による

lag timeの 延長時間を加えた値 (相加効果 )よ り大きな lag timeの 延長が

見られ,併用 した2薬剤間における相乗効果が認められた。そしてその効果

はモノカプリン 200μg/ml一―クエン酸 0。 5;ん , モノカプリン200 μg/ml―一ポ

リリン酸 0。 5%の 組合せで強 く見られた。またクエン酸, ポリリン酸は単独

処理で同等の lag timeの 延長効果があったが,モ ノカプリンヘの添加効果

は若千異っていた。
4～ 6)           7～ 10)

抗生物質  ,無 機化合物  ,薬剤一加熱併用効果についての研究は多く
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ガス殺菌剤
11～ 13キ

有機酸,ア ルコール, アルデヒド等
5,13,14～ 20キ

 界面活性

剤:'21)に ついての報告があり,対象微生物についてもかび胞子
8キ

酵母
4,16,li,20)

細菌
9'13～ 15,17,18),細

菌胞子
5～ 7,10～ 12,21)が

検討されている。その中で中鎖あ

るいは長鎖の脂肪酸については Michenerら が細菌胞子に対 して検討 して

いるにすぎない。

著者らは既に脂肪酸およびそのエステルの加熱併用効果 (50° Cに おける薬

剤処理 )を 主 として Escんθγjcん jα cοιJを対象に検討 し,10~~6ぁ るいはそれ

以上の生菌数の低下を認めると共に, この薬剤一加熱併用効果に対する種々

の影響因子の作用について報告 している
22)。

また同時に他のグラム陰性細菌

に対する薬剤一―加熱併用効果も検言寸し,Pse αθγagJηθsα  に対 してモノカプ

リン, ラウリン酸,モ ノラウリンがかなり強い抗菌作用を示すことも認めて

いる22t またモノカプ|リ ンとクエン酸またはポリリン酸の併用により常温で
グラム陰性細菌 (Pse αθγagJποsα を除 く)に 対 して強い抗菌作用を示すこ

とも幸風告 している
1～ 3)。

本実験は薬剤併用処理 を50° Cで行 うという薬剤併用と薬剤―加熱併用を同

時に行ったものであり, その結果薬剤抵抗1生の非常に強い Ps.αθγagJποsα

Taし lЭ le 3。  RelatiOnship between prolongation of lag tilne and viable counts

determined with same sample.

Drug

(concentratbn)

Pr010ngation of

lag time(hr)

Viable counts

per ml

MC10(1,000 μg/ml)

MC10(200)

CA(0.5%)
MC10(1,000)+ CA(0。 5)
MC10(1,000)+ CA(0。 1)
MC10(200)十 CA(0.1)

0.

5.

2。

3。

10。

7。

5。

7

2

2

0

3

7

4

1.0× 108
1。 6× 105

1.3× 107
4。 1 × 107

5。 0× 102

4.7× 103
1。 5× 105

The test cOndition was

lnitial viable cOunt : 1

the same as that shOwn in Table 2。

.9× 108/ml
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Table 4。

モノカプリンの抗菌

EIffect of temperature on the antibacterial activities of

monocaprin and citric acid against Ps. αθγagJπθsα。

remperature(° C) Pr010ngation of lag time(hr)

Drug 37 45

MC10(1,000 μg/ml)

CA(0.5%)
CA(0。 1)

MClo(1,000)+CA(0.1)

0

0

0

0

0。 1

0

0.2

0。 7

0.1

1.8

0。 6

5。 4

3.0

1。 0

9.2

3

10
6

5

>12

09

.8

.4

・1

The cells were treated in distilled water at various temperatures for 5 rrlin.

に対する顕著な抗菌作用が見出された。

次に薬剤処理 を行った細胞について lag timeの 延長時間と生菌数の関係

を Table 3に 示 した。各種濃度の薬剤処理細胞において lag timeの 延長時

間より予想されるほど実際の生菌数低下は起っていない (こ の傾向はクエン

酸単独処理の場合強 く見られた)。 しかし両者はほぼ一致 しており, このこ

とより lag timeの 延長時間で示された抗菌作用は薬剤処理による生菌数低

下すなわち殺菌作用によるものであると言える。

最後に薬剤処理温度を変えた場合の抗菌作用力を検討 した結果をTable 4

に示 した。この表より37° Cでの薬剤処理では抗藤i作用はまったく見られず,

45° Cで処理 しても作用力は微弱であり,50° C処理ではじめて強い抗菌作用

力を示すことを認めた。また 55° C処理では薬剤無添加で`もかなりの抗菌作

用が見られ,薬剤単独処理で強い作用力を示 し,薬剤併用効果は判然としな

かった。この様に薬剤処理温度が抗菌作用力増大に大きく寄与 していること

が半J明 したが,処理温度が 50° Cを 越えると加熱のみによる大きな lag time

の延長が見られ,薬剤の作用力は判定 しにくくなっていた。

約要

食品衛生上重要な微生物である PsθπごοποηαS菌 に対する薬剤併用処理 を
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比較的温和な加熱条件下で行 った。

その結果モノカフ
・

|リ ンとクエン酸あるいはポリリン酸 を組合せることによ

り 50° C, 5分間の処理で薬剤感受性の非常 に低 い Ps.αθγagJποsα に対 し

て強い抗菌作用 を示すことを見出 した。

そしてその抗菌作用は殺菌作用に基づ くものであることが判明 した。 また

この薬剤併用による抗菌作用力は 45° C以 下では微弱であることも認め られ

た。
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